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私
は
外
交
分
野
に
50
年
近
く
携
わ
っ
て
き
た
が
、

ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
21
世
紀
最
大
の
外
交
安
保
の
課
題

は
中
国
で
あ
る
と
考
え
て
き
た
。今
や
中
国
は
米
国

と
覇
権
を
争
う
国
と
な
り
、
我
々
は
中
国
を
常
に
意

識
し
な
が
ら
、国
際
情
勢
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

国
際
情
勢
を
見
る
う
え
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
大
き
な
社

会
変
化
を
引
き
起
こ
し
て
き
た
。特
に
新
型
コ
ロ
ナ

は
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
構
築
を
加
速
し
て
お
り
、
こ
れ

は
米
中
関
係
の
変
動
要
因
に
な
り
得
る
。

さ
ら
に
先
日
の
米
軍
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
撤
退
の

よ
う
に
、
米
国
が
中
東
か
ら
イ
ン
ド
太
平
洋
へ
と
力

を
シ
フ
ト
さ
せ
て
い
る
。つ
ま
り
、
イ
ン
ド
太
平
洋

最
近
の
国
際
情
勢
を
見
る
ポ
イ
ン
ト

講 演
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ッ
シ
ョ
ン
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地
域
が
今
後
の
国
際
関
係
の
中
心
に
な
る
の
だ
。

　

経
済
面
で
は
中
国
に
勢
い
が
あ
る
。２
０
２
８
年

に
は
中
国
が
米
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
追
い
抜
き
、２
０
３
５

年
に
は
中
国
と
香
港
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
合
算
値
が
日
米
両

国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
合
算
値
を
超
え
る
と
の
予
測
も
あ

る
。軍
事
面
で
は
、
２
０
２
０
年
の
米
国
の
軍
事
費

は
中
国
の
３
・
２
倍
で
あ
り
、質
や
練
度
も
米
国
が
優

位
で
あ
る
。エ
ネ
ル
ギ
ー
面
で
は
、
米
国
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
輸
出
国
で
、
中
国
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
入
国
と

な
っ
て
い
る
。ま
た
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
面
で
は
、世
界
か

ら
の
高
い
好
感
度
を
得
る
米
国
が
圧
倒
的
に
優
位
で

あ
る
。

　

中
国
で
は
、
習
近
平
国
家
主
席
・
党
総
書
記
へ
の

権
力
集
中
が
進
ん
で
い
る
。習
主
席
は
党
の
「
核
心
」

と
い
う
立
場
だ
が
、
さ
ら
に
は
毛
沢
東
以
来
、
初
め

て
の「
党
主
席
」に
就
任
す
る
と
の
観
測
も
あ
る
。

　

ま
た
中
国
は
外
交
戦
略
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
「
核

心
的
利
益
」で
あ
る
台
湾
、
香
港
、
チ
ベ
ッ
ト
、
新
彊

ウ
イ
グ
ル
自
治
区
、南
シ
ナ
海
、東
シ
ナ
海
へ
の
影
響

力
の
行
使
を
重
視
す
る
。次
に
米
国
以
外
の
国
々
に

対
し
て
、中
国
と
の
間
で
、米
国
と
平
等
の
関
係
を
結

ぶ
べ
き
と
訴
え
、
米
国
の
影
響
力
の
低
下
を
図
っ
て

い
る
。さ
ら
に
中
国
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
海
洋
進
出
も

進
め
て
い
る
。具
体
的
に
は
「
真
珠
の
首
飾
り
戦
略
」

と
呼
ば
れ
、
イ
ン
ド
洋
や
ア
ラ
ビ
ア
半
島
沿
岸
部
の

国
々
と
戦
略
的
な
関
係
構
築
を
図
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
国
の
動
き
に
対
し
て
、
バ
イ
デ
ン
政

権
に
お
い
て
も
、
対
中
強
硬
路
線
は
継
続
さ
れ
る
。

特
に
知
的
財
産
や
貿
易
関
税
な
ど
の
経
済
面
、
海
洋

進
出
な
ど
の
軍
事
面
、そ
し
て
香
港
、台
湾
、ウ
イ
グ

ル
、
チ
ベ
ッ
ト
な
ど
の
人
権
面
が
、
米
中
対
立
の
焦

点
と
な
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
は
各
国
の
国
内
、
お
よ
び
国
家
間
で

分
断
を
も
た
ら
し
て
い
る
。米
国
で
は
、
国
内
に
お

い
て
民
主
党
と
共
和
党
の
支
持
者
間
で
の
対
立
が
深

刻
化
し
て
い
る
。ま
た
Ｅ
Ｕ
で
は
、
従
来
か
ら
の
南

北
問
題
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
を
巡
っ
て
東
・
中
欧
の
権

威
主
義
的
対
応
と
西
欧
の
民
主
主
義
的
対
応
が
対
立

し
、い
わ
ゆ
る
東
西
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

　

バ
イ
デ
ン
大
統
領
も
、
権
威
主
義
志
向
と
民
主
主

義
志
向
の
分
断
に
懸
念
を
示
し
て
お
り
、
国
際
会
議

で「
独
裁
主
義
こ
そ
が
最
善
と
考
え
る
者
」と「
民
主

主
義
が
不
可
欠
だ
と
理
解
す
る
者
」
と
の
間
で
根
源

的
な
議
論
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。な
お
世

界
的
に
は
、
民
主
主
義
国
よ
り
も
非
民
主
主
義
国
の

方
が
数
は
多
く
、
香
港
の
国
家
安
全
維
持
法
に
対
す

る
国
連
人
権
理
事
会
の
決
議
で
も
、
中
国
に
理
解
を

示
す
国
が
多
か
っ
た
。

米
中
対
立
の
様
相

新
型
コ
ロ
ナ
で
深
刻
化
す
る
分
断
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確
保
は
不
可
欠
で
あ
り
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の
国
産
化
、

国
際
ル
ー
ル
の
形
成
、
い
わ
ゆ
る
デ
フ
ァ
ク
ト
の
優

位
性
確
保
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

日
本
に
お
い
て
は
、
経
済
安
全
保
障
一
括
推
進
法

（
仮
称
）を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
経
済
安
全
保
障
戦

略
を
政
府
の
重
要
戦
略
に
明
記
す
る
ほ
か
、
問
題
が

発
生
し
た
場
合
に
官
民
が
協
議
す
る
仕
組
み
づ
く
り

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。ま
た
企
業
側
も
、
経
済
安

全
保
障
担
当
の
役
員
を
設
置
す
る
な
ど
体
制
を
整
え

る
必
要
が
あ
る
。

　　

最
後
に
、
我
が
国
が
取
る
べ
き
進
路
に
つ
い
て
述

べ
る
。湾
岸
戦
争
後
、
日
本
は
失
わ
れ
た
30
年
を
経

験
し
た
。外
交
安
保
の
面
で
は
軽
武
装
で
経
済
に
専

念
す
る
吉
田
路
線
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
た
。こ
う

し
た
中
、日
本
は
引
き
続
き
、国
際
社
会
に
お
け
る
メ

ジ
ャ
ー
パ
ワ
ー
の
一
つ
と
し
て
生
き
抜
く
こ
と
が
重
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米
中
対
立
が
深
ま
っ
た
と
し
て
も
大
規
模
な
戦
争

は
想
定
さ
れ
ず
、
尖
閣
諸
島
な
ど
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン

の
事
態
が
増
え
る
だ
ろ
う
。そ
し
て
経
済
が
安
全
保

障
の
手
段
と
し
て
有
効
と
い
う
認
識
が
高
ま
っ
て
い

る
。

　

そ
こ
で
経
済
安
全
保
障
が
重
要
と
な
る
。現
代
の

経
済
安
全
保
障
に
は
守
り
の
面
と
攻
め
の
面
が
あ

り
、「
守
り
」の
面
と
は
、
特
定
の
国
へ
の
依
存
度
を

縮
小
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
多

様
化
や
レ
ア
ア
ー
ス
な
ど
重
要
物
資
の
備
蓄
確
保
で

あ
る
。ま
た
、
製
品
認
証
の
厳
格
化
に
よ
る
悪
意
の

あ
る
製
品
の
排
除
と
と
も
に
、
機
微
技
術
の
流
出
防

止
、ス
パ
イ
対
策
も
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　
「
攻
め
」の
面
と
は
、
半
導
体
の
製
造
装
置
や
部
品

な
ど
、
コ
ア
技
術
の
国
産
化
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

特
に
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
主
権
の

経
済
安
全
保
障
の
重
要
性

日
本
の
取
る
べ
き
進
路
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日
本
が
強
靭
で
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
経
済
力
を

維
持
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

要
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
ま
ず
は
日
本
が
強
靭
で
サ
ス
テ
イ
ナ

ブ
ル
な
経
済
力
を
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
し
て
デ
ジ
タ
ル
主
権
を
確
保
す
べ
く
、
コ
ア
技
術

の
国
産
化
な
ど
経
済
安
全
保
障
の
強
化
を
図
る
必
要

が
あ
る
。さ
ら
に
世
界
が
重
視
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｅ

Ｓ
Ｇ
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

　

ま
た
外
交
・
安
全
保
障
面
で
は
、
日
米
同
盟
の
強

化
を
図
り
つ
つ
、
中
国
と
の
健
全
な
隣
国
関
係
を
確

立
す
る
た
め
、
政
官
民
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

が
不
可
欠
で
あ
る
。
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